
高等学校第１学年 家庭基礎学習指導案

日 時：平成 23 年 11 月２日（水）２校時

指導者：教育センター所員 平野 佐矢子

１ 題材名 「『本当にそうなの？』～批判的思考と適切な意思決定のできる消費者になろう～」

(２) 生活の自立及び消費と環境 エ，オ，カ

２ 題材について

(１) 題材観

平成 21 年３月に公示された高等学校学習指導要領において，家庭科では，生涯発達の考え方を

重視し，これまでの「衣・食・住」「高齢者」等の分野別学習から，人の一生を見通した学習とな

った。また，「被服製作」「調理実習」に重きを置いた実技教科ではなく，生活を科学的に理解し，

問題点を解決し実践に生かす教科としての位置付けが高まった。生涯の生活設計に重きが置かれ，

内容(２)の「生活の自立及び消費と環境」においては，生涯にわたる生活経済や多重債務等の深刻

な消費者問題，消費生活と環境との関わりについて科学的に理解し，適切な意思決定に基づいて責

任をもって行動できる力を育成することが求められている。また，小学校家庭科，中学校技術・家

庭科家庭分野において，系統性を重視した内容へと改訂された。高等学校段階では，既習事項を踏

まえ，基礎的な知識や技術の定着を図りながら，発展的な指導を行い，科学的な根拠に基づいた実

践力を身に付けさせることが大切である。

現在の消費生活においては，消費者保護基本法の改正(消費者基本法へと改称)や消費者庁の新設

などからも，消費者問題の多様化・深刻化を窺い知ることができる。様々な手口で消費者を騙す悪

質業者は後を絶たず，一人暮らしの高齢者や若者が被害に遭うことも多い。また，携帯電話やイン

ターネットの普及により，効率的に情報が収集できる一方で，氾濫する情報に惑わされる危険性も

高くなっている。さらに，クレジットカードや電子マネーの普及等のキャッシュレス化により，家

計が大きく変化している。この「見えないお金の流れ」が，金銭感覚を鈍らせ，若者の多重債務の

原因の一つであるとも言える。

消費生活における課題は，前述の消費者問題だけではなく，大量生産・大量消費・大量廃棄によ

る様々な環境問題にも及ぶ。資源の少ない日本だが，経済発展とともに，便利で快適な生活を優先

してきた結果，食料や労働力を海外に頼るようになった。さらに，近年の不況の影響も重なり，量

販店や 100 円均一店の需要は右肩上がりであり，人件費軽減のために海外での生産を余儀なくされ

るという悪循環も生じている。このような消費行動の結果，現在の様々な環境問題や資源・エネル

ギー問題を引き起こしている。

これらのことから，消費生活の現状と課題について理解し，自己の生活をしっかりと見つめ，環

境負荷の少ない生活の工夫をしながら，適切で慎重な意思決定を行うことのできる消費者を育てる

ことが大切だと考え，本題材を設定した。

(２) 生徒観

本学級は，普通科文系コースである。学習意欲も高く，生活態度も落ち着いている。本学級の生

徒を対象に実施した調査では，100 円ショップの商品や格安商品の生産が可能な理由について「大

量生産しているため」「人件費の安い海外で作っているため」等の回答が見られ，商品の価格だけ

ではなく，品質や人件費にも目を向けていることが感じられた。消費生活分野における「悪質商法」

「クーリングオフ」「消費生活センター」などの既習事項については，ほぼ全員が意識しているが，

「内容まで理解している」と答えた生徒は半数ほどに留まった。このことから，中学校での既習事

項を振り返りながら，消費者問題の背景についての考えを深めさせ，実践へつなげる姿勢を育むこ

とが必要だと感じた。



(３) 指導観

高等学校学習指導要領解説家庭編では，(２)生活の自立及び消費と環境の中で，「消費者の権利

や責任について理解させ，適切な意思決定に基づいて行動できるようにする。その際，特に契約や

消費者信用，多重債務問題などを具体的に扱い，消費者として適切な判断ができるようにする。」

と示されている。契約や消費者問題については，中学校技術・家庭の家庭分野において学習してい

るため，高等学校においては，「グローバル化，情報化などの社会変化や，それに伴う販売や流通

の多様化，消費者と事業者の情報量の格差など，消費者問題発生の社会的背景について考えさせ

る。」ことが示されている。

そこで，本題材では，消費生活の現状と課題を踏まえ，氾濫する生活情報の中から目的に合った

ものを正しく取捨選択するために，批判的思考力を身に付け，適切な意思決定のできる消費者を育

てることを目標とする。テレビコマーシャルや商品広告等を活用し，生活経験の少ない生徒たちが

消費者問題を身近な問題としてとらえ，自分の消費行動と結び付けて考えられるようにする。また，

シミュレーションゲームやグループ協議を通して，商品やサービスの購入，ライフステージごとの

経費について疑似体験をさせ，多様な情報や価値観の中から適切な意思決定をすることの大切さに

気付かせるようにする。学習のまとめとして，自分の目指すライフスタイルを思い描き，その実現

のための生活設計に取り組ませ，生涯を見通した経済計画を立てさせることで，現在の自分の消費

行動改善へとつなげる。

学習の各場面では，「提言カード」等による意思表明を行い，グループやクラスで意見を共有さ

せる。この指導を通して，学習したことを自己の生活に生かし，実践へとつなげさせるようにする。

３ 題材の目標

・消費生活の現状と課題を踏まえて消費者の権利と責任について理解させ，適切な意思決定に基づ

いて行動できるようにする。

・消費生活と環境との関わりについて理解させ，環境保全に貢献できるライフスタイルを実践でき

るようにする。

・学習したことを基に，生涯を見通した自己の生活について考えさせ，自分の目指すライフスタイ

ルを実現するために生活を設計できるようにする。

４ 題材の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・消費生活の現状と課題
や，消費者の権利と責任
について関心をもち，適
切な意思決定に基づい
て行動しようとしてい
る。
・消費生活と環境との関
わりについて関心をも
ち，持続可能な社会を目
指したライフスタイル
を工夫し，行動しようと
している。
・生涯を見通した生活設
計に興味をもち，取り組
もうとしている。

・適切な意思決定に基づ
き，消費者として主体的
に判断できるようにな
るために，消費生活の現
状と課題，消費者の権利
と責任について考えを
深めている。
・生活設計の立案を通し
て，自己の生き方や生涯
を見通した生活設計に
ついて考えを深めてい
る。

・消費者として適切な意
思決定に基づいて行動
するために，必要な情報
を適切に活用すること
ができる。
・自己の生き方を思い描
き，充実した人生を送る
ための生活設計を立案
することができる。

・消費生活の現状と消費
者の権利と責任につい
て理解している。
・消費者問題とその背景
について理解している。
・消費生活と環境との関
わりについて理解して
いる。
・生涯発達の視点に立
ち，各ライフステージに
おける課題と経済計画
について理解している。

５ 題材の指導計画

題材名



「本当にそうなの？」～批判的思考と適切な意思決定のできる消費者になろう～(全５時間)

１ 現代の消費生活の特徴 (２) エ (１時間)

２ 消費行動と意思決定 (２) エ (１時間)

３ 消費者問題と消費者の権利 (２) オ (１時間) 本時

４ 消費行動と資源・環境 (２) オ (１時間)

５ 生涯の生活設計 (２) カ (１時間)

時間 学習活動 指導上の留意点

１

・現代の消費生活の特徴と課題を知り，

自分自身の消費行動を振り返る。

・消費行動が，生産者や企業を動かすことに気付かせ，

消費は社会への投票であるという意識をもたせる。

１

・商品広告の分析を通して，消費行動

の特徴と意思決定の大切さを知る。

・「本当にそうなの？」という意識で商品やサービスを

見るように促す。

１

・悪質商法や多重債務の現状と原因，

消費者の権利と責任を知る。

・消費者の心理や心の隙間を突いた販売方法や，消費

者問題に陥る原因に気付かせ，強い意思をもつこと

の大切さを実感させるようにする。

１

・生活チェック等を通して，持続可能

な社会の形成に向けての行動目標を

立てる。

・消費行動と環境問題との関わりを自分のこととして

捉えさせる。

１

・学習内容を振り返り，生涯を見通し

た生活設計を行う。

・ライフステージごとの経費や不測の事態を想定した

生活設計をさせ，自分の生き方について考えさせる。

６ 本時の指導(３／５時間)

(１) 本時の目標

・消費者問題の社会的背景についての考えを深めることができる。

・消費者の権利と責任について理解し，責任ある消費者として実践しようとする。

(２) 本時の展開

学習活動 指導上の留意点 評価・資料

導
入(

５)

○動画を視聴し，感想を記入

する。

○訪問販売に関する動画を視聴させ，率直な

感想を記入させる。

○消費者の心理分析を基に，消費者問題の原

因について考えることを知らせる。

・ワークシート

・「アフターサー

ビス」（動画）



学習活動 指導上の留意点 評価・資料

展
開(

３５)

○既習事項(契約・悪質商法)

を復習する。

○視聴した動画と，近年の消

費者トラブル事例を基に，悪

質業者がつけ込む消費者の

心理について，グループごと

に事業者と消費者側の立場

に立って考える。

○グループ協議の結果を発

表する。

○悪質業者につけ込まれな

いための心構えについてま

とめる。

○消費者信用と多重債務に

ついて知り，多重債務者の手

記を読んで多重債務の原因

を探る。

○多重債務に陥らないため

の心構えについてまとめる。

○消費者トラブルを避ける

ための方法と，トラブルに遭

遇した場合の対処法につい

て知る。

○消費者としての心構えを，

川柳にまとめる。

○中学校での既習事項であることを伝え，契

約の仕組みや悪質商法の手口について思い出

させる。

○どのような言葉や行動に消費者の心が揺れ

るのか，付箋を使ったグループ協議をさせる。

・グループごとに事業者側と消費者側の立場

で心理を考えさせ，思い付いたキーワードを

付箋に記入させる。（立場は，教師が指定する）

・付箋に記入した内容を基に，グループで協

議をさせる。

○実物投影機を使い，出された意見を示しな

がらグループの意見を発表させる。

○消費者の心理を巧みに利用した罠の存在に

気付かせ，批判的思考と冷静な判断力をもつ

ことの大切さを実感させる。

○クレジットカード発行枚数と多重債務者の

推移を示したグラフを見せ，問題意識をもた

せる。

○手記を読ませ，多重債務に陥った原因を発

表させる。

○強い意思をもって行動することの大切さを

伝え，今自分にできることを考え，行動する

ように促す。

○消費者の権利と責任を確認し，権利と責任

を果たす消費行動とは何か考えさえる。

○消費生活センターの存在を再確認させる。

○提言シート(消費者川柳)を記入させること

で，消費者としての在り方を再確認させ，実

践へとつながるようにする。

○全員分の提言シートを掲示し，共有するこ

とを伝える。

○消費者問題に

対して自分の意

見をもち，協議に

積極的に取り組

んだか。（関心・

意欲・態度）（思

考・判断）【観察・

ワークシート】

○適切な意思決

定に基づいて行

動する消費者と

なるために，考え

を深めることが

できたか。（思

考・判断・表現）

【提言シート】

ま
と
め(

１０)

○まとめ ○だます側の仕事に従事している人の心理や

価値観について語り，職業選択と生き方を考

えさせる。

○授業の感想を記入させる。

○責任ある消費

者として，実践し

ようとしている

か（関心・意欲・

態度）【ワークシ

ート】





家庭基礎＊平成23年　　月　　日

『本当にそうなの？』～批判的思考と適切な意思決定のできる消費者になろう！　３／５時間
【資料１・２】を読んで、多重債務に陥った原因を考えよう。

■多重債務とは…

＊　「アフターサービス」（星新一　著）を見ての率直な感想を書こう。

１．確認しよう！契約と悪質商法

■自己破産とは…
契約とは・・・　

４．ただ、「買う」だけではダメなの？。消費者の権利と責任を知ろう。

※ でも契約は成立！
■消費者を守る法律

２．なぜだまされる？「だまされる」心理を、消費者と事業者の立場で分析しよう！ ・ 消費者基本法
消費者：「つい、買ってしまう」原因は何だろう。事業者：売るために、どんな言葉、行動をとるだろう。 2004年制定

　 ・ 消費者庁の新設
2009年新設

・ 製造物責任法
1994年制定（ＰＬ法）

・ 改正貸金業法
2010年完全施行

３．多重債務って何？なぜ多重債務に陥るの？多重債務の実態と、その背景を探ろう！

【資料１】自己破産件数の推移等 【資料２】　ある独身女性の話 ５．お詠みなさい！　消費者としての在り方を、川柳で提言しよう！

＊その心（込めた思い）は　→

■　豊かな人生ってなんだろう。 お金があれば幸せ？お金で買えないものって、本当にあるの？幸せって、何？

2007年の統計によると
・クレジットカード発行枚数

２億８５９万枚
（国民１人あたり２．９枚）

■

権利と責任について考えよう

もしも、被害にあったら…対処法を復習しよう！

＊「ご利用は計画的に！」
　　計画的なら　利用ゼロ！？

＊「今が、お得！」
　　今だけお得、　結局損…

＊「いい話」
　　相手にとって　いい話

＊「本当か？」
　　一度は疑え！　何事も

★

★

を使う。

に相談する。

■

今日の授業で感じたこと、考えたこと、疑問に思ったことなど、あなたの今の思いを書きましょう。

　都会暮らしにあこがれて、家財道具をそろえるのにクレジット
カードを使い始めました。１９万円ほどの給料から月３万円の支
払いは特に無理はありませんでしたが、素敵な家具に囲まれると
部屋の他の部分が気になり、社会人２年目に引っ越すことにしま
した。そのときの引っ越し代と敷金はカードのキャッシングで５
０万円引き出して支払いました。
　毎月の支払いも増え、家賃も上がり負担を感じていたころ、
「インターネットセキュリティ管理業務」の資格取得の講座（５
０万円）を友人に勧誘され、ローンを組んで受け始めました。と
ころが講座を終了し資格を取得したのですが、仕事はなく、返済
も家賃を含め月１５万円になっていきました。給料では返済でき
ず、テレビＣＭで見た大手の消費者金融会社から借り入れし、や
がて別の消費者金融会社からも借りるようになっていきました。
…

★うまい話は、

■

「つい、だまされる」深層心理は、これだ！！

■ ■

債務を返済しきれなくなった消費者が、
裁判所に破産宣告を申し立てること。
破産者は、①資格が制限される、②一
定期間クレジットが利用できない、など
の制約を受ける。

・

・

無料商法

キャッチ
セールス

路上でアンケート調査などと称して呼び止め、
喫茶店や営業所などに連れて行く。

儲かるからといって、健康食品などの商品の販
売組織への加入を勧める。・

・

＊あなたをだます、甘い罠～悪質商法の主な手口を復習しよう！＊

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

事業者の立場消費者の立場

・

・

代償・代金

事業者
（相手）

消費者
（わたし）

合意

もの・サービス

法的な義務を発生
させる約束ごと

口約束

■

■なぜ、こうなるのだろうか…消費者トラブルに巻き込まれる心理と対処方法を知ろう

をもつこと！

で生活すること！

★

★

・

・

マルチ商法

アポイントメント
セールス

多重債務に陥らないために、今の私にできること！！

「景品が当たった！」などと言って事務所や営
業所に呼び出し、商品を売りつける。

無料招待、無料サービスを売り言葉に人を集
め、高額な商品を売りつける。・

「司法統計年報」 

（2009年) 

考えよう 

考えよう 

 
■ 安全が確保される権利 

■ 選択する権利 

■ 知らされる権利 

■ 意見が反映される権利 

■ 消費者教育を受けられる権利 

■ 被害の救済を受けられる権利 

■ 基本的な需要が満たされる権利 

■ 健全な環境が確保される権利 

消費者の８つの権利 
 

■ 商品や価格などの情報に 

   疑問や関心をもつ責任 

■ 公正な取引が実現されるよ 

   うに主張し、行動する責任 

■ 自分の消費行動が社会に 

   与える影響を自覚する責任 

■ 自分の消費行動が環境に 

   与える影響を自覚する責任 

■ 消費者として団結し、連帯す 

   る責任 

消費者の５つの責任 



活動 資料（動画、紙資料等）を見て、それぞれの立場に立って、考えてみましょう。
Ａ： 業者（ものやサービスを売る側）は、売るために、どのような言葉や行動を考えるだろうか。
B： 消費者（ものやサービスを受ける側）が「つい、買ってしまう」のは、どのような言葉や行動だろうか。

方法 ① 個人で考える。
付箋紙に、自分の考えを記入する。（付箋紙１枚に、１つの考えを書く。キーワード化して書く。）

② 個人の考えを、グループで出し合う。
用紙に、全員分の付箋紙を貼り、同じような意見ごとに分ける。
新しく思いついた意見があれば追加する。（新しい意見は違う色の付箋紙に記入する。）
グループとしての意見をまとめる。

③ 個人でまとめる。
②の活動（個人の意見＋グループの意見）を経て、自分の意見をまとめる。

の立場で考えます。

業者がつけ込む、消費者の心理を探ろう！！～「だまされる心理」の分析をしよう～

＊＊グループとしてのまとめ・感想＊＊

私たちのグループは



詠
み
人
＊
 

詠
み
人
＊
 

詠
み
人
＊
 

詠
み
人
＊
 

詠
み
人
＊
 

詠
み
人
＊
 

詠
み
人
＊
 

詠
み
人
＊
 



家庭基礎＊平成23年　　月　　日

『本当にそうなの？』～批判的思考と適切な意思決定のできる消費者になろう！　３／５時間
【資料１・２】を読んで、多重債務に陥った原因を考えよう。

■多重債務とは…

＊　「アフターサービス」（星新一　著）を見ての率直な感想を書こう。

１．確認しよう！契約と悪質商法

■自己破産とは…
契約とは・・・　

４．ただ、「買う」だけではダメなの？。消費者の権利と責任を知ろう。

※ でも契約は成立！
■消費者を守る法律

２．なぜだまされる？「だまされる」心理を、消費者と事業者の立場で分析しよう！ ・ 消費者基本法
消費者：「つい、買ってしまう」原因は何だろう。事業者：売るために、どんな言葉、行動をとるだろう。 2004年制定

　 ・ 消費者庁の新設
2009年新設

・ 製造物責任法
1994年制定（ＰＬ法）

・ 改正貸金業法
2010年完全施行

３．多重債務って何？なぜ多重債務に陥るの？多重債務の実態と、その背景を探ろう！

【資料１】自己破産件数の推移等 【資料２】　ある独身女性の話 ５．お詠みなさい！　消費者としての在り方を、川柳で提言しよう！

＊その心（込めた思い）は　→

■　豊かな人生ってなんだろう。 お金があれば幸せ？お金で買えないものって、本当にあるの？幸せって、何？

2007年の統計によると
・クレジットカード発行枚数

２億８５９万枚
（国民１人あたり２．９枚）

※カード発行の増加と共に増え
ている。
※多重債務による自己破産が増
えている。

消費者が、ものを買う時にしっか
りと考えて購入し、購入時や購入
後のトラブルに対して、改善に向
けて行動すれば、社会全体がよ
くなる。

※最後に、「だます側にも、生活があり、一つの職業として、成り立っている。だます側の仕事に従事している人は、幸せだ
ろうか、幸せって、何だろうか、”お金で買えない価値”って、何だろうか。あなたは、将来どんな職業選択をして、どういう生
き方をするんだろうか」という話をする。

★ 消費生活センター に相談する。

　都会暮らしにあこがれて、家財道具をそろえるのにクレジット
カードを使い始めました。１９万円ほどの給料から月３万円の支
払いは特に無理はありませんでしたが、素敵な家具に囲まれると
部屋の他の部分が気になり、社会人２年目に引っ越すことにしま
した。そのときの引っ越し代と敷金はカードのキャッシングで５
０万円引き出して支払いました。
　毎月の支払いも増え、家賃も上がり負担を感じていたころ、
「インターネットセキュリティ管理業務」の資格取得の講座（５
０万円）を友人に勧誘され、ローンを組んで受け始めました。と
ころが講座を終了し資格を取得したのですが、仕事はなく、返済
も家賃を含め月１５万円になっていきました。給料では返済でき
ず、テレビＣＭで見た大手の消費者金融会社から借り入れし、や
がて別の消費者金融会社からも借りるようになっていきました。
…

＊「本当か？」
　　一度は疑え！　何事も

＊「いい話」
　　相手にとって　いい話

＊「今が、お得！」
　　今だけお得、　結局損…

＊「ご利用は計画的に！」
　　計画的なら　利用ゼロ！？

今日の授業で感じたこと、考えたこと、疑問に思ったことなど、あなたの今の思いを書きましょう。

※心のスキマ、法のスキマを突かれる！

もしも、被害にあったら…対処法を復習しよう！

・ ・ ★ クーリング・オフ制度 を使う。

・ ・ 権利と責任について考えよう

・ ・
★うまい話は、 ないと思え！

・ ・ ■孤独（必要とされたい） ■善（いいことをしたい）

・ ・ ■健康（長生きしたい） ■美（美しくなりたい）

「つい、だまされる」深層心理は、これだ！！消費者の立場 事業者の立場

・ ・ ■金（儲けたい） ■存在意義（認められたい）

儲かるからといって、健康食品などの商品の販
売組織への加入を勧める。

代償・代金

口約束 無料商法 ・ ・
路上でアンケート調査などと称して呼び止め、
喫茶店や営業所などに連れて行く。

もの・サービス
★ 使える範囲のお金 で生活すること！

事業者
（相手）

消費者
（わたし）

合意 キャッチ
セールス

・ ・

債務を返済しきれなくなった消費者が、
裁判所に破産宣告を申し立てること。
破産者は、①資格が制限される、②一
定期間クレジットが利用できない、など
の制約を受ける。

★ 強い意志 をもつこと！
アポイントメント
セールス

・ ・
「景品が当たった！」などと言って事務所や営
業所に呼び出し、商品を売りつける。

■なぜ、こうなるのだろうか…消費者トラブルに巻き込まれる心理と対処方法を知ろう

あちこちに債務を重ね、借金の
額が支払い能力を超えて返済不
能になること。

＊あなたをだます、甘い罠～悪質商法の主な手口を復習しよう！＊

法的な義務を発生
させる約束ごと

マルチ商法 ・ ・
無料招待、無料サービスを売り言葉に人を集
め、高額な商品を売りつける。 多重債務に陥らないために、今の私にできること！！

「司法統計年報」 

（2009年) 

考えよう 

考えよう 

 
■ 安全が確保される権利 

■ 選択する権利 

■ 知らされる権利 

■ 意見が反映される権利 

■ 消費者教育を受けられる権利 

■ 被害の救済を受けられる権利 

■ 基本的な需要が満たされる権利 

■ 健全な環境が確保される権利 

消費者の８つの権利 
 

■ 商品や価格などの情報に 

   疑問や関心をもつ責任 

■ 公正な取引が実現されるよ 

   うに主張し、行動する責任 

■ 自分の消費行動が社会に 

   与える影響を自覚する責任 

■ 自分の消費行動が環境に 

   与える影響を自覚する責任 

■ 消費者として団結し、連帯す 

   る責任 

消費者の５つの責任 
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あ
る
日
。 

 

小
さ
な
カ
バ
ン
を
手
に
し
た
青
年
が
、
画
家
と
し
て
有

名
な
エ
ム
氏
の
家
を
訪
れ
た
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
。
長
く
は
お
じ
ゃ
ま
し
ま
せ
ん
。
重

要
か
つ
有
益
な
お
話
を
、
ち
ょ
っ
と
、
お
知
ら
せ
に
ま
い

っ
た
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

そ
の
事
務
的
な
礼
儀
正
し
さ
を
見
て
、
エ
ム
氏
は
機
先

を
制
し
て
言
い
渡
し
た
。 

 

「
せ
っ
か
く
だ
が
、
生
命
保
険
に
は
入
っ
て
い
る
。
別

荘
は
持
っ
て
い
る
。
健
康
器
具
は
、
買
わ
さ
れ
た
ば
か
り

だ
」 

 

「
い
い
え
、
そ
ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
悩
み

ご
と
の
、
解
決
法
を
お
持
ち
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

「
悩
み
な
ど
は
な
い
。
か
ら
だ
は
健
康
だ
。
作
品
は
好

評
で
、
収
入
も
充
分
。
金
に
不
自
由
は
な
い
」 

 

「
そ
れ
は
、
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
も
っ
と
べ
つ
な
こ

と
。
頭
に
つ
い
て
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

「
失
礼
な
こ
と
を
言
う
な
。
頭
は
正
常
だ
。
大
学
教
授

に
く
ら
べ
れ
ば
、
知
能
は
少
し
ぐ
ら
い
劣
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
芸
術
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
だ
」 

 

「
そ
れ
も
、
よ
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
頭
の
な
か
の
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
ぶ
り
に
な
っ
て
お
い
で
の
ベ

レ
ー
帽
と
、
頭
と
の
中
間
の
存
在
に
つ
い
て
で
し
て
…
」 

 

そ
れ
を
聞
い
て
、
エ
ム
氏
は
顔
を
し
か
め
た
。
彼
の
画

風
は
精
密
さ
を
特
徴
と
し
て
い
た
が
、
毛
髪
の
ほ
う
は
そ

れ
に
反
し
て
粗
雑
で
あ
り
、
つ
ね
づ
ね
気
に
し
て
い
た
。 

 

「
ま
す
ま
す
失
礼
だ
。
髪
の
毛
の
薄
く
な
っ
た
の
を
、

わ
ざ
わ
ざ
か
ら
か
い
に
来
た
の
か
。
い
い
か
げ
ん
で
帰
っ

て
く
れ
」 

 

「
ま
あ
ま
あ
、
ご
立
腹
な
さ
ら
ぬ
よ
う
、
誤
解
な
さ
ら

ぬ
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
じ
つ
は
、
す
ば
ら
し
い

発
毛
剤
を
、
お
持
ち
し
た
の
で
す
か
ら
」 

 

青
年
は
カ
バ
ン
を
あ
け
、
緑
色
の
液
体
の
入
っ
た
小
さ

な
ビ
ン
を
取
り
出
し
た
。
エ
ム
氏
は
そ
れ
を
手
に
し
、
ラ

ベ
ル
を
見
た
。 

 

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
し
か
し
、
発
毛
剤
は
い
ろ
い
ろ

使
っ
て
み
た
が
、
感
激
す
る
よ
う
な
品
に
は
、
ま
だ
め
ぐ

り
あ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
同
様
だ
ろ
う
。
第
一
、

聞
い
た
こ
と
も
な
い
名
前
の
製
品
だ
」 

 

「
そ
れ
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
大
衆
へ
の
宣
伝
を
し
て

い
な
い
か
ら
で
す
。
き
き
め
は
た
し
か
な
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
非
常
に
高
価
な
品
で
す
。
そ
の
た
め
、
限
ら
れ

た
上
流
階
級
の
か
た
だ
け
を
選
ん
で
訪
問
し
、
お
買
い
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
」 

 

上
流
階
級
と
い
う
言
葉
で
、
エ
ム
氏
は
少
し
い
い
気
分

に
な
っ
た
。
そ
の
機
を
の
が
さ
ず
、
青
年
は
し
ゃ
べ
り
は

じ
め
た
。 

 

「
当
社
で
は
、
い
ま
ま
で
と
ち
が
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
開

発
し
、
成
功
し
、
特
許
を
と
り
ま
し
た
。
む
ず
か
し
い
学

術
的
な
説
明
は
省
き
ま
す
が
、
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、
毛

髪
と
い
う
植
物
の
タ
ネ
を
、
皮
膚
と
い
う
畑
に
ま
く
、
と

い
う
原
理
な
の
で
す
」 

 

「
な
る
ほ
ど
。
は
じ
め
て
耳
に
す
る
発
明
だ
な
。
よ
く

液
を
見
る
と
、
緑
色
の
小
さ
な
粒
が
無
数
に
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
そ
の
毛
髪
の
タ
ネ
と
い
う
わ
け
だ
な
。
あ
る
い

は
効
く
か
も
し
れ
な
い
。
よ
し
、
使
っ
て
み
よ
う
。
サ
ン

プ
ル
を
、
そ
こ
へ
お
い
て
い
っ
て
く
れ
」 

 

「
そ
う
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
サ
ン
プ
ル
だ
け
で
毛
髪
が

は
え
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
当
社
の
営
業
に
な
り
ま
せ
ん
。

お
買
い
い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
は
…
」 

 

「
う
ま
い
こ
と
を
言
う
が
、
そ
の
手
に
は
乗
ら
な
い
。

買
っ
た
は
い
い
が
、
だ
め
だ
っ
た
。
よ
く
あ
る
手
だ
ぞ
。

信
用
で
き
な
い
」 

 

「
ご
心
配
は
、
ご
も
っ
と
も
で
す
。
こ
れ
が
保
証
書
。

た
ち
ど
こ
ろ
に
、
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
髪
に
な
り
、
す
ぐ
抜

け
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
週
間
た
っ
て
、
以

上
の
効
能
を
示
さ
な
い
場
合
に
は
、
代
金
を
お
返
し
い
た

し
ま
す
」 

 

エ
ム
氏
は
そ
の
書
類
を
検
討
し
た
が
、
一
流
銀
行
の
支

払
い
保
証
も
あ
り
、
ま
ち
が
い
な
さ
そ
う
だ
。
こ
れ
な
ら

ば
、
た
め
し
て
み
て
も
損
は
な
い
。 

 

「
で
は
、
買
う
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て

も
、
ず
い
ぶ
ん
と
高
価
だ
な
」 

 

「
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
限
ら
れ
た
上
流
階
級
の
か
た

だ
け
に
…
」 

 

「
わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
。
で
、
使
用
法
は
」 

 

「
筆
で
お
塗
り
下
さ
い
。
指
先
な
ど
不
必
要
な
個
所
に

つ
け
な
い
よ
う
、
ご
注
意
を
。
で
は
、
一
週
間
後
に
ま
た
。

ま
い
り
ま
す
。
責
任
あ
る
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
、
当
社

の
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

一
週
間
後
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」 

 

と
、
や
っ
て
き
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
青
年
を
、
エ
ム
氏

は
喜
び
の
声
で
迎
え
た
。 

 

「
す
ば
ら
し
い
。
夢
の
よ
う
だ
。
高
価
だ
っ
た
が
、
そ

れ
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
た
。
頭
い
ち
め
ん
に
、
も
う
、
一

セ
ン
チ
ほ
ど
伸
び
て
き
た
。
驚
異
的
な
効
果
、
科
学
の
勝

利
…
」 

 

「
ご
満
足
い
た
だ
け
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」 

 

「
し
か
し
、
緑
色
を
し
て
い
る
。
ぜ
い
た
く
を
言
う
つ

も
り
は
な
い
が
、
気
に
な
る
な
」 

 

「
は
い
。
な
に
し
ろ
植
物
性
の
毛
髪
で
す
か
ら
、
そ
う

な
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
を
黒
く
、
お
好
み
に
よ
っ

て
は
白
く
染
め
る
専
用
の
薬
品
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
が
、

い
さ
さ
か
高
価
で
す
の
で
…
」 

 
「
か
ま
わ
ん
。
黒
く
染
め
る
ほ
う
を
売
っ
て
く
れ
」 

 

「
高
価
で
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
証
書
つ
き
で

す
。
染
ま
ら
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
代
金
は
お
返
し
い
た

し
ま
す
」 

 

「
そ
の
点
は
信
用
し
て
い
る
」 

 

「
こ
ん
ご
定
期
的
に
お
届
け
す
る
よ
う
、
さ
っ
そ
く
手

配
し
ま
す
。
で
は
、
ま
た
一
週
間
後
に
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
に
ま
い
り
ま
す
」 

  

二
週
間
後
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
ま
せ
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」 

 

「
す
ば
ら
し
い
。
夢
の
よ
う
だ
。
本
物
以
上
に
つ
や
の

あ
る
黒
さ
に
染
ま
っ
た
。
ま
た
、
本
物
以
上
に
伸
び
方
も

早
い
。
驚
異
的
な
効
果
、
科
学
の
勝
利
…
」 

 

「
ご
満
足
い
た
だ
け
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」 

 

「
し
か
し
、
ぜ
い
た
く
を
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
伸

び
る
方
角
が
ば
ら
ば
ら
の
よ
う
だ
な
」 

 

「
植
物
性
で
す
の
で
ね
。
普
通
に
市
販
さ
れ
て
い
る
ポ

マ
ー
ド
で
は
、
そ
れ
を
押
さ
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
当
社
特

製
の
、
特
許
を
と
っ
た
ポ
マ
ー
ド
な
ら
、
そ
ろ
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
し
か
し
、
申
し
あ
げ
に
く
い
こ
と
に

は
、
い
さ
さ
か
高
価
で
す
の
で
…
」 

 

「
か
ま
わ
ん
。
こ
こ
ま
で
来
て
、
金
を
惜
し
む
こ
と
は

な
い
。
定
期
的
に
配
達
す
る
よ
う
、
手
配
を
た
の
む
」 

 

「
は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
保
証
書

つ
き
で
す
。
万
一
…
」 

 

「
わ
か
っ
て
い
る
。
信
頼
し
て
い
る
よ
」 

 

「
で
は
、
ま
た
一
週
間
後
に
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
に
ま
い
り
ま
す
」 

  

三
週
間
後
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
ま
せ
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」 

 

「
す
ば
ら
し
い
。
夢
の
よ
う
だ
。
こ
の
頭
を
見
て
く
れ
。

生
れ
変
わ
っ
た
よ
う
だ
。
お
と
と
い
、
理
髪
店
に
出
か
け

た
。
理
髪
店
で
髪
を
刈
ら
せ
る
気
分
を
味
わ
う
の
は
、
何

年
ぶ
り
だ
ろ
う
。
じ
つ
に
、
い
い
も
の
だ
。
驚
異
的
な
効

果
、
科
学
の
勝
利
…
」 

 

「
ご
満
足
い
た
だ
け
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」 

 

「
し
か
し
、
ぜ
い
た
く
を
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
お

と
と
い
刈
っ
た
の
に
、
も
う
こ
ん
な
に
伸
び
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
調
子
だ
と
、
理
髪
店
に
足
し
げ
く
通
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
」 

 

「
植
物
性
で
す
の
で
、
い
た
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
当
社
は
お
客
さ
ま
本
位
。
い
た
だ
く
べ
き
費
用
以

上
に
、
ご
負
担
は
お
か
け
し
な
い
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

「
何
か
方
法
が
あ
る
の
か
」 

 

「
は
い
。
当
社
で
設
計
、
製
作
い
た
し
ま
し
た
自
動
理

髪
機
で
す
。
個
人
の
頭
の
形
、
お
よ
び
髪
型
に
あ
わ
せ
た

部
分
品
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
一
般
の
理
髪
店
む
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
」 

 

「
普
通
の
伸
び
の
毛
髪
な
ら
、
理
髪
店
も
お
客
も
割
に

あ
わ
な
い
、
と
い
う
わ
け
だ
な
」 

 

「
は
い
。
不
経
済
な
の
で
す
。
し
か
し
、
一
日
お
き
に

髪
を
お
刈
り
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
さ
ま
の
ほ
う

で
は
、
た
ち
ま
ち
回
収
の
つ
く
計
算
で
し
ょ
う
」 

 

「
そ
れ
を
買
お
う
。
保
証
つ
き
だ
ろ
う
な
」 

 

「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と
、
頭
の
写
真
を
撮
影
い

た
し
ま
す
。
理
髪
機
は
明
日
、
お
届
け
し
ま
し
ょ
う
。
で

は
、
ま
た
一
週
間
後
に
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に

ま
い
り
ま
す
」 

  

四
週
間
後
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
ま
せ
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」 

 

「
驚
異
的
だ
。
夢
の
よ
う
だ
。
悲
鳴
を
あ
げ
た
い
く
ら

い
だ
」 

 

「
ご
満
足
の
、
う
れ
し
い
悲
鳴
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
」 

 

「
い
や
、
悪
夢
に
よ
る
、
悲
し
い
悲
鳴
だ
。
た
え
ず
染

め
つ
づ
け
、
ポ
マ
ー
ド
を
つ
け
つ
づ
け
だ
。
金
が
か
か
っ

て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
そ
れ
に
、
自
動
理
髪
機
で
一

日
お
き
の
散
髪
だ
。
時
間
が
か
か
っ
て
な
ら
な
い
し
、
絵

を
描
く
た
め
の
、
写
生
旅
行
に
も
行
け
な
い
。
収
入
も
減

り
は
じ
め
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
破
産
し
て
し
ま
う
」 

 

「
そ
れ
は
、
お
気
の
毒
で
す
」 

 

「
な
ん
と
か
し
た
い
と
考
え
て
、
各
種
の
脱
毛
剤
を
つ

け
て
み
た
。
ど
れ
も
効
果
が
な
い
」 

 

「
植
物
性
で
す
の
で
、
そ
う
な
り
ま
す
」 

 

「
な
に
か
方
法
は
、
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」 

 

「
当
社
で
研
究
し
、
特
許
を
取
っ
た
専
用
の
脱
毛
剤
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
お
つ
け
に
な
れ
ば
、
脱
毛
で
き
る
こ

と
、
保
証
つ
き
で
す
」 

 

「
た
の
む
。
そ
れ
を
売
っ
て
く
れ
。
い
く
ら
高
価
で
も

か
ま
わ
な
い
」 

 

「
は
い
。
お
買
い
上
げ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
、
ま
た
一
週
間
後
に
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

に
ま
い
り
ま
す
」 

  

五
週
間
後
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
ま
せ
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」 

 

「
す
ば
ら
し
い
。
夢
の
よ
う
だ
。
完
全
に
脱
毛
で
き
、

も
と
に
も
戻
っ
た
。
生
き
返
っ
た
よ
う
な
気
分
だ
。
お
か

げ
で
破
産
し
な
い
で
す
ん
だ
。
驚
異
的
な
効
果
、
科
学
の

勝
利
…
」 

 

「
ご
満
足
し
て
い
た
だ
け
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」 

 

「
し
か
し
、
い
ま
気
の
つ
い
た
こ
と
だ
が
、
ひ
と
つ
だ

け
、
不
思
議
で
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
ぞ
」 

 

「
な
ん
で
し
ょ
う
か
」 

 

「
あ
れ
だ
け
効
果
の
確
実
な
、
き
み
の
社
の
製
品
だ
。

き
み
だ
っ
て
、
自
信
を
持
っ
て
い
る
わ
け
だ
ろ
う
」 

 
「
は
い
。
も
ち
ろ
ん
で
…
」 

 
「
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
な
に
も
、
き
ょ
う
来
る
用
事
も
必

要
も
な
い
は
ず
だ
が
」 

 

「
い
え
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
の
自
動
理
髪
機

で
す
が
、
も
し
お
使
い
に
な
ら
な
い
の
で
し
た
ら
、
四
分

の
一
ほ
ど
の
値
段
で
お
引
き
取
り
し
て
も
い
い
の
で
す
が
」 

 

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
。
毛
髪
が

な
く
な
っ
た
の
だ
。
使
う
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う
。
い
ま
、

捨
て
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
な
ん
と
い
う
、

す
ば
ら
し
い
、
夢
の
よ
う
な
、
良
心
的
な
営
業
方
針
だ
ろ

う
」 

 

「
は
い
。
ど
な
た
さ
ま
も
、
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ

い
ま
す
。
当
社
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
完
全
さ
に
つ
い

て
…
」 

  
 



ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス 

 
 

星 

新
一 

  

あ
る
日
。 

 

小
さ
な
カ
バ
ン
を
手
に
し
た
青
年
が
、
画
家
と
し
て
有

名
な
エ
ム
氏
の
家
を
訪
れ
た
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
。
長
く
は
お
じ
ゃ
ま
し
ま
せ
ん
。
重

要
か
つ
有
益
な
お
話
を
、
ち
ょ
っ
と
、
お
知
ら
せ
に
ま
い

っ
た
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

そ
の
事
務
的
な
礼
儀
正
し
さ
を
見
て
、
エ
ム
氏
は
機
先

を
制
し
て
言
い
渡
し
た
。 

 

「
せ
っ
か
く
だ
が
、
生
命
保
険
に
は
入
っ
て
い
る
。
別

荘
は
持
っ
て
い
る
。
健
康
器
具
は
、
買
わ
さ
れ
た
ば
か
り

だ
」 

 

「
い
い
え
、
そ
ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
悩
み

ご
と
の
、
解
決
法
を
お
持
ち
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

「
悩
み
な
ど
は
な
い
。
か
ら
だ
は
健
康
だ
。
作
品
は
好

評
で
、
収
入
も
充
分
。
金
に
不
自
由
は
な
い
」 

 

「
そ
れ
は
、
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
も
っ
と
べ
つ
な
こ

と
。
頭
に
つ
い
て
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

「
失
礼
な
こ
と
を
言
う
な
。
頭
は
正
常
だ
。
大
学
教
授

に
く
ら
べ
れ
ば
、
知
能
は
少
し
ぐ
ら
い
劣
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
芸
術
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
だ
」 

 

「
そ
れ
も
、
よ
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
頭
の
な
か
の
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
ぶ
り
に
な
っ
て
お
い
で
の
ベ

レ
ー
帽
と
、
頭
と
の
中
間
の
存
在
に
つ
い
て
で
し
て
…
」 

 

そ
れ
を
聞
い
て
、
エ
ム
氏
は
顔
を
し
か
め
た
。
彼
の
画

風
は
精
密
さ
を
特
徴
と
し
て
い
た
が
、
毛
髪
の
ほ
う
は
そ

れ
に
反
し
て
粗
雑
で
あ
り
、
つ
ね
づ
ね
気
に
し
て
い
た
。 

 

「
ま
す
ま
す
失
礼
だ
。
髪
の
毛
の
薄
く
な
っ
た
の
を
、

わ
ざ
わ
ざ
か
ら
か
い
に
来
た
の
か
。
い
い
か
げ
ん
で
帰
っ

て
く
れ
」 

 

「
ま
あ
ま
あ
、
ご
立
腹
な
さ
ら
ぬ
よ
う
、
誤
解
な
さ
ら

ぬ
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
じ
つ
は
、
す
ば
ら
し
い

発
毛
剤
を
、
お
持
ち
し
た
の
で
す
か
ら
」 

 

青
年
は
カ
バ
ン
を
あ
け
、
緑
色
の
液
体
の
入
っ
た
小
さ

な
ビ
ン
を
取
り
出
し
た
。
エ
ム
氏
は
そ
れ
を
手
に
し
、
ラ

ベ
ル
を
見
た
。 

 

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
し
か
し
、
発
毛
剤
は
い
ろ
い
ろ

使
っ
て
み
た
が
、
感
激
す
る
よ
う
な
品
に
は
、
ま
だ
め
ぐ

り
あ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
同
様
だ
ろ
う
。
第
一
、

聞
い
た
こ
と
も
な
い
名
前
の
製
品
だ
」 

 

「
そ
れ
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
大
衆
へ
の
宣
伝
を
し
て

い
な
い
か
ら
で
す
。
き
き
め
は
た
し
か
な
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
非
常
に
高
価
な
品
で
す
。
そ
の
た
め
、
限
ら
れ

た
上
流
階
級
の
か
た
だ
け
を
選
ん
で
訪
問
し
、
お
買
い
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
」 

 

上
流
階
級
と
い
う
言
葉
で
、
エ
ム
氏
は
少
し
い
い
気
分

に
な
っ
た
。
そ
の
機
を
の
が
さ
ず
、
青
年
は
し
ゃ
べ
り
は

じ
め
た
。 

 

「
当
社
で
は
、
い
ま
ま
で
と
ち
が
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
開

発
し
、
成
功
し
、
特
許
を
と
り
ま
し
た
。
む
ず
か
し
い
学

術
的
な
説
明
は
省
き
ま
す
が
、
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、
毛

髪
と
い
う
植
物
の
タ
ネ
を
、
皮
膚
と
い
う
畑
に
ま
く
、
と

い
う
原
理
な
の
で
す
」 

 

「
な
る
ほ
ど
。
は
じ
め
て
耳
に
す
る
発
明
だ
な
。
よ
く

液
を
見
る
と
、
緑
色
の
小
さ
な
粒
が
無
数
に
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
そ
の
毛
髪
の
タ
ネ
と
い
う
わ
け
だ
な
。
あ
る
い

は
効
く
か
も
し
れ
な
い
。
よ
し
、
使
っ
て
み
よ
う
。
サ
ン

プ
ル
を
、
そ
こ
へ
お
い
て
い
っ
て
く
れ
」 

 

「
そ
う
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
サ
ン
プ
ル
だ
け
で
毛
髪
が

は
え
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
当
社
の
営
業
に
な
り
ま
せ
ん
。

お
買
い
い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
は
…
」 

 

「
う
ま
い
こ
と
を
言
う
が
、
そ
の
手
に
は
乗
ら
な
い
。

買
っ
た
は
い
い
が
、
だ
め
だ
っ
た
。
よ
く
あ
る
手
だ
ぞ
。

信
用
で
き
な
い
」 

 

「
ご
心
配
は
、
ご
も
っ
と
も
で
す
。
こ
れ
が
保
証
書
。

た
ち
ど
こ
ろ
に
、
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
髪
に
な
り
、
す
ぐ
抜

け
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
週
間
た
っ
て
、
以

上
の
効
能
を
示
さ
な
い
場
合
に
は
、
代
金
を
お
返
し
い
た

し
ま
す
」 

 

エ
ム
氏
は
そ
の
書
類
を
検
討
し
た
が
、
一
流
銀
行
の
支

払
い
保
証
も
あ
り
、
ま
ち
が
い
な
さ
そ
う
だ
。
こ
れ
な
ら

ば
、
た
め
し
て
み
て
も
損
は
な
い
。 

 

「
で
は
、
買
う
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て

も
、
ず
い
ぶ
ん
と
高
価
だ
な
」 

 

「
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
限
ら
れ
た
上
流
階
級
の
か
た

だ
け
に
…
」 

 

「
わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
。
で
、
使
用
法
は
」 

 

「
筆
で
お
塗
り
下
さ
い
。
指
先
な
ど
不
必
要
な
個
所
に

つ
け
な
い
よ
う
、
ご
注
意
を
。
で
は
、
一
週
間
後
に
ま
た
。

ま
い
り
ま
す
。
責
任
あ
る
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
、
当
社

の
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

一
週
間
後
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」 

 

と
、
や
っ
て
き
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
青
年
を
、
エ
ム
氏

は
喜
び
の
声
で
迎
え
た
。 

 

「
す
ば
ら
し
い
。
夢
の
よ
う
だ
。
高
価
だ
っ
た
が
、
そ

れ
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
た
。
頭
い
ち
め
ん
に
、
も
う
、
一

セ
ン
チ
ほ
ど
伸
び
て
き
た
。
驚
異
的
な
効
果
、
科
学
の
勝

利
…
」 

 

「
ご
満
足
い
た
だ
け
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」 

 

「
し
か
し
、
緑
色
を
し
て
い
る
。
ぜ
い
た
く
を
言
う
つ

も
り
は
な
い
が
、
気
に
な
る
な
」 

 

「
は
い
。
な
に
し
ろ
植
物
性
の
毛
髪
で
す
か
ら
、
そ
う

な
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
を
黒
く
、
お
好
み
に
よ
っ

て
は
白
く
染
め
る
専
用
の
薬
品
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
が
、

い
さ
さ
か
高
価
で
す
の
で
…
」 

 
「
か
ま
わ
ん
。
黒
く
染
め
る
ほ
う
を
売
っ
て
く
れ
」 

 

「
高
価
で
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
証
書
つ
き
で

す
。
染
ま
ら
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
代
金
は
お
返
し
い
た

し
ま
す
」 

 

「
そ
の
点
は
信
用
し
て
い
る
」 

 

「
こ
ん
ご
定
期
的
に
お
届
け
す
る
よ
う
、
さ
っ
そ
く
手

配
し
ま
す
。
で
は
、
ま
た
一
週
間
後
に
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
に
ま
い
り
ま
す
」 

  

二
週
間
後
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
ま
せ
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」 

 

「
す
ば
ら
し
い
。
夢
の
よ
う
だ
。
本
物
以
上
に
つ
や
の

あ
る
黒
さ
に
染
ま
っ
た
。
ま
た
、
本
物
以
上
に
伸
び
方
も

早
い
。
驚
異
的
な
効
果
、
科
学
の
勝
利
…
」 

 

「
ご
満
足
い
た
だ
け
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」 

 

「
し
か
し
、
ぜ
い
た
く
を
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
伸

び
る
方
角
が
ば
ら
ば
ら
の
よ
う
だ
な
」 

 

「
植
物
性
で
す
の
で
ね
。
普
通
に
市
販
さ
れ
て
い
る
ポ

マ
ー
ド
で
は
、
そ
れ
を
押
さ
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
当
社
特

製
の
、
特
許
を
と
っ
た
ポ
マ
ー
ド
な
ら
、
そ
ろ
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
し
か
し
、
申
し
あ
げ
に
く
い
こ
と
に

は
、
い
さ
さ
か
高
価
で
す
の
で
…
」 

 

「
か
ま
わ
ん
。
こ
こ
ま
で
来
て
、
金
を
惜
し
む
こ
と
は

な
い
。
定
期
的
に
配
達
す
る
よ
う
、
手
配
を
た
の
む
」 

 

「
は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
保
証
書

つ
き
で
す
。
万
一
…
」 

 

「
わ
か
っ
て
い
る
。
信
頼
し
て
い
る
よ
」 

 

「
で
は
、
ま
た
一
週
間
後
に
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
に
ま
い
り
ま
す
」 

  

三
週
間
後
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
ま
せ
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」 

 

「
す
ば
ら
し
い
。
夢
の
よ
う
だ
。
こ
の
頭
を
見
て
く
れ
。

生
れ
変
わ
っ
た
よ
う
だ
。
お
と
と
い
、
理
髪
店
に
出
か
け

た
。
理
髪
店
で
髪
を
刈
ら
せ
る
気
分
を
味
わ
う
の
は
、
何

年
ぶ
り
だ
ろ
う
。
じ
つ
に
、
い
い
も
の
だ
。
驚
異
的
な
効

果
、
科
学
の
勝
利
…
」 

 

「
ご
満
足
い
た
だ
け
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」 

 

「
し
か
し
、
ぜ
い
た
く
を
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
お

と
と
い
刈
っ
た
の
に
、
も
う
こ
ん
な
に
伸
び
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
調
子
だ
と
、
理
髪
店
に
足
し
げ
く
通
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
」 

 

「
植
物
性
で
す
の
で
、
い
た
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
当
社
は
お
客
さ
ま
本
位
。
い
た
だ
く
べ
き
費
用
以

上
に
、
ご
負
担
は
お
か
け
し
な
い
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

「
何
か
方
法
が
あ
る
の
か
」 

 

「
は
い
。
当
社
で
設
計
、
製
作
い
た
し
ま
し
た
自
動
理

髪
機
で
す
。
個
人
の
頭
の
形
、
お
よ
び
髪
型
に
あ
わ
せ
た

部
分
品
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
一
般
の
理
髪
店
む
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
」 

 

「
普
通
の
伸
び
の
毛
髪
な
ら
、
理
髪
店
も
お
客
も
割
に

あ
わ
な
い
、
と
い
う
わ
け
だ
な
」 

 

「
は
い
。
不
経
済
な
の
で
す
。
し
か
し
、
一
日
お
き
に

髪
を
お
刈
り
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
さ
ま
の
ほ
う

で
は
、
た
ち
ま
ち
回
収
の
つ
く
計
算
で
し
ょ
う
」 

 

「
そ
れ
を
買
お
う
。
保
証
つ
き
だ
ろ
う
な
」 

 

「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と
、
頭
の
写
真
を
撮
影
い

た
し
ま
す
。
理
髪
機
は
明
日
、
お
届
け
し
ま
し
ょ
う
。
で

は
、
ま
た
一
週
間
後
に
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に

ま
い
り
ま
す
」 

  

四
週
間
後
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
ま
せ
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」 

 

「
驚
異
的
だ
。
夢
の
よ
う
だ
。
悲
鳴
を
あ
げ
た
い
く
ら

い
だ
」 

 

「
ご
満
足
の
、
う
れ
し
い
悲
鳴
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
」 

 

「
い
や
、
悪
夢
に
よ
る
、
悲
し
い
悲
鳴
だ
。
た
え
ず
染

め
つ
づ
け
、
ポ
マ
ー
ド
を
つ
け
つ
づ
け
だ
。
金
が
か
か
っ

て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
そ
れ
に
、
自
動
理
髪
機
で
一

日
お
き
の
散
髪
だ
。
時
間
が
か
か
っ
て
な
ら
な
い
し
、
絵

を
描
く
た
め
の
、
写
生
旅
行
に
も
行
け
な
い
。
収
入
も
減

り
は
じ
め
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
破
産
し
て
し
ま
う
」 

 

「
そ
れ
は
、
お
気
の
毒
で
す
」 

 

「
な
ん
と
か
し
た
い
と
考
え
て
、
各
種
の
脱
毛
剤
を
つ

け
て
み
た
。
ど
れ
も
効
果
が
な
い
」 

 

「
植
物
性
で
す
の
で
、
そ
う
な
り
ま
す
」 

 

「
な
に
か
方
法
は
、
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」 

 

「
当
社
で
研
究
し
、
特
許
を
取
っ
た
専
用
の
脱
毛
剤
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
お
つ
け
に
な
れ
ば
、
脱
毛
で
き
る
こ

と
、
保
証
つ
き
で
す
」 

 

「
た
の
む
。
そ
れ
を
売
っ
て
く
れ
。
い
く
ら
高
価
で
も

か
ま
わ
な
い
」 

 

「
は
い
。
お
買
い
上
げ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
、
ま
た
一
週
間
後
に
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

に
ま
い
り
ま
す
」 

  

五
週
間
後
。 

 

「
ご
め
ん
下
さ
い
ま
せ
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」 

 

「
す
ば
ら
し
い
。
夢
の
よ
う
だ
。
完
全
に
脱
毛
で
き
、

も
と
に
も
戻
っ
た
。
生
き
返
っ
た
よ
う
な
気
分
だ
。
お
か

げ
で
破
産
し
な
い
で
す
ん
だ
。
驚
異
的
な
効
果
、
科
学
の

勝
利
…
」 

 

「
ご
満
足
し
て
い
た
だ
け
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」 

 

「
し
か
し
、
い
ま
気
の
つ
い
た
こ
と
だ
が
、
ひ
と
つ
だ

け
、
不
思
議
で
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
ぞ
」 

 

「
な
ん
で
し
ょ
う
か
」 

 

「
あ
れ
だ
け
効
果
の
確
実
な
、
き
み
の
社
の
製
品
だ
。

き
み
だ
っ
て
、
自
信
を
持
っ
て
い
る
わ
け
だ
ろ
う
」 

 
「
は
い
。
も
ち
ろ
ん
で
…
」 

 
「
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
な
に
も
、
き
ょ
う
来
る
用
事
も
必

要
も
な
い
は
ず
だ
が
」 

 

「
い
え
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
の
自
動
理
髪
機

で
す
が
、
も
し
お
使
い
に
な
ら
な
い
の
で
し
た
ら
、
四
分

の
一
ほ
ど
の
値
段
で
お
引
き
取
り
し
て
も
い
い
の
で
す
が
」 

 

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
。
毛
髪
が

な
く
な
っ
た
の
だ
。
使
う
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う
。
い
ま
、

捨
て
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
な
ん
と
い
う
、

す
ば
ら
し
い
、
夢
の
よ
う
な
、
良
心
的
な
営
業
方
針
だ
ろ

う
」 

 

「
は
い
。
ど
な
た
さ
ま
も
、
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ

い
ま
す
。
当
社
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
完
全
さ
に
つ
い

て
…
」 

  
 


